
市内のおはやし伝承年代経路図

伝承時期

伝承経路

皆原（座間）

柳島（茅ヶ崎）

草柳（大和）

田村（平塚）

戸田（厚木）

海老名村（町）

有 馬 村

江　　戸
明　　治
大　　正
昭　　和

寺尾（綾瀬）相武台（座間）

中新田

国分

大谷

河原口

下今泉

上郷

中河内

門沢橋渋谷

杉久保

中野 本郷上町

本郷新宿
本郷下河内

社家

今里

上今泉
柏ケ谷

海
老
名
の
祭
囃
子

　
市
は
、こ
と
し
９
月
29
日
に
、「
海
老
名
の
祭
囃
子
」を
市
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
し
、保
持
団
体
と
し
て「
海
老
名
市
は
や
し
保
存
連
絡
協
議
会
」

を
認
定
し
ま
し
た
。
お
は
や
し
は
、近
世
後
期
か
ら
現
在
ま
で
活
発
な
活
動
が

継
続
で
き
て
お
り
、地
域
に
根
付
く
貴
重
な
文
化
で
す
。
お
は
や
し
を
伝
え
継

い
で
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
海
老
名
の
祭
囃
子
」に
耳
を
傾

け
、地
域
の
文
化
存
続
に
つ
な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

民
俗
文
化
財
は
衣
食
住
・
生な

り
わ
い業

・
信

仰
・
年
中
行
事
な
ど
の
風
俗
慣
習
や
、民

俗
芸
能
・
民
俗
技
術
と
こ
れ
ら
に
用
い
る

衣
服
・
器
具
・
家
屋
な
ど
、人
々
が
日
常

生
活
の
中
で
生
み
出
し
、継
承
し
て
き
た

生
活
の
移
り
変
わ
り
を
表
す
も
の
で
す
。

　

有
形
は
衣
食
住
や
信
仰
に
用
い
る
道

具
な
ど
形
が
あ
る
も
の
、無
形
は
年
中
行

事
や
祭
礼
な
ど
形
が
な
い
も
の
を
指
し

　
大
き
く
分
け
て
２
系
統
あ
り
、地
域
に

よ
っ
て
基
本
の
リ
ズ
ム
が
異
な
り
ま
す
。

◆
下
町
囃
子
系

地
域
：
柏
ケ
谷
・
上
今
泉
・
国
分
・
下
今

泉
・
上
郷
・
河
原
口
・
中
新
田

　
大
谷
を
除
く
旧
海
老
名
村
に
伝
わ
る
系

統
。
大
和
・
綾
瀬
・
座
間
方
面
と
の
関
連

も
深
い
。
団
体
に
よ
り
呼
称
は
異
な
り
ま

す
が
、弱
奏
の
リ
ズ
ム
を
繰
り
返
し
、笛

な
ど
の
合
図
を
き
っ
か
け
に
、掛
け
合
い

の
あ
る
強
奏
部
分
へ
進
行
し
ま
す
。

◆
新
囃
子
系

地
域
：
①
大
谷
・
杉
久
保
・
本
郷
下
河

内
・
本
郷
新
宿
・
本
郷
上
町
・
中
野

②
中
河
内
・
今
里
・
社
家
・
門
沢
橋
渋
谷

　

大
谷
と
旧
有
馬
村
に
伝
わ
る
系
統
。

茅
ヶ
崎
・
平
塚
・
厚
木
方
面
、特
に
平
塚

　
現
在
、市
内
に
は
地
区
ご
と
に
17
の
は

や
し
連
や
保
存
会
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
お
は
や
し
は
近
隣
の
町
村
か
ら
伝
承
さ

れ
、市
内
各
地
域
に
根
付
い
て
い
き
ま
し

ま
す
。
特
に
重
要
な
も
の
は
国
や
都
道
府

県
、市
町
村
で「
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
」

「
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
」に
指
定
し
、保

存
と
継
承
を
行
っ
て
い
ま
す
。

の
田
村
囃
子
と
関
連
が
あ
り
、①
②
の
２

系
統
に
分
類
で
き
ま
す
。
屋
台
囃
子
の

「
地
」と
呼
ば
れ
る
基
本
リ
ズ
ム
が
①
で

は「
ス
コ
ト
ン
」の
唱
歌
で
始
ま
り
、②
で

は「
テ
ン
テ
ケ
」で
始
ま
り
ま
す
。

　長年の願いだった重要無形民俗文
化財の指定を心からうれしく思いま
す。これまで支えてくださった地域
の皆さんに感謝するとともに、これか
らも地域のみんなで守り育てなが
ら、伝統の音を未来につないでい
けたらと思います。

演奏の例

おはやしの楽器
　

先
導
す
る
リ
ズ
ム
の

基
礎
を
刻
み
、
曲
の
重

要
な
箇
所
に
ア
ク
セ
ン

ト
を
付
け
ま
す
。
迫
力

あ
る
音
で
曲
全
体
を
盛

り
上
げ
ま
す
。

小太鼓
（締

し め だ い

太鼓
こ

）

鉦
か ね

（摺
す り が ね

鉦・
当り鉦）

海老名市はやし保存
連絡協議会会長

大塚真樹さん

笛
（篠

し の ぶ え

笛）

　

曲
全
体
の
リ
ズ
ム

キ
ー
プ
を
担
い
ま
す
。

繊
細
な
テ
ン
ポ
や
強
弱

で
、
曲
調
に
厚
み
を
加

え
ま
す
。

　

起
点
と
な
る
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
奏
で
、
曲
の

感
情
や
情
景
を
表
現
し

ま
す
。

　

曲
の
緩
急
や
強
弱
を

リ
ー
ド
し
、
他
の
楽
器

の
演
奏
を
整
え
ま
す
。

ば

や

し

市
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

問
教
育
総
務
課 

☎
０
４
６（
２
３
５
）４
９
２
５

重
要
無
形

民
俗
文
化
財
と
は

市
内
の

お
は
や
し
の
歴
史

市
内
の

お
は
や
し
の
種
類

下町囃子系

新 囃 子 系

た（
左
地
図
）。

　
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
以
前
は
、各
地
の

青
年
た
ち
が
、地
区
内
外
の
祭
礼
で
自
慢

の
腕
を
競
い
合
う
ほ
ど
盛
ん
に
演
奏
さ
れ

て
い
た
も
の
の
、戦
争
が
始
ま
っ
た
た
め

に
中
断
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
戦
後
し
ば
ら
く
し
て
徐
々
に
復
活
し
、

多
く
は
昭
和
50
年
前
後
に
再
開
し
ま
し

た
。
公
で
は
、51
年
に
開
催
し
た
市
制
施

行
５
周
年「
え
び
な
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

で
披
露
し
た
、国
分
地
区
の
お
は
や
し
が

再
開
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大太鼓
（長

な が ど う

胴・
大
お お ど う

胴）

勝
瀬
地
区
に
も
津
久
井（
相
模
原
）か
ら

お
は
や
し
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
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